
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

【エゾクロテン～６月】 

警戒心が相当強く滅多に人前には顔を出しませんが、運よく写真に収まりました。 

主に夜行性で、冬眠はしないで一年中活動しますが、日中に会える確率はかなり低いです。巣は樹洞や縁の

下、屋根裏を利用します。体長は約５０㎝、食性は雑食性で、ネズミ、エゾリス、野鳥、カエル、ヤマブドウ、コクワ

等々。鳴き声は様々ですが、徘徊している時は「フィヤーフィー」などと静かに鳴きます。エゾクロテンはイタチ科

ですが、北海道には現在６種類のイタチの仲間がいます。「イイズナ」「エゾオコジョ」、本州からの移入種「ホンド

イタチ」「ホンドテン」、飼育場から逃げて野生化した「ミンク」です。木に駆け上がって獲物を狩ることが得意で、エ

ゾリスがよく狙われています。時には高山帯にも現れて「ナキウサギ」を捕食する姿も目撃されています。 

 



 

 

 

 

 

イワウメ    キバナシャクナゲ  コメバツガザクラ エゾノハクサンイチゲ  チングルマ 

                                             

 

 

 

 

 

エゾイチゲ   ジンヨウキスミレ  メアカンキンバイ   エゾウサギギク  ミヤマキンバイ 

 

 

 

 

 

 

ウコンウツギ  チシマノキンバイソウ  ミヤマクロユリ   エゾツガザクラ  ハクサンチドリ 

 

 

 

                                             

 

エゾツツジ     コマクサ     ハクセンナズナ   ヨツバシオガマ    ミネズオウ 

 

                                             

 

 

 

 

エゾコザクラ   チシマツガザクラ   イワギキョウ  ダイセツトリカブト  ミヤマリンドウ                            

☆チビターニュース/山の実 ２０１7 年7月 25 日（火） 第 80 号☆ 

☆  

大雪山黒岳周辺に咲くお花たち 

黒岳の登山道沿いには、およそ 100 種類の高山植物が見られます。今回は周辺も含めほんの一部のご紹介です。 

 



 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

                                             

  

                                  

 

☆チビターニュース/森のたね ２０１7 年7月２５日（火） 第 80 号☆ 

☆  

【ひとりぼっちの仔ギツネ～６月初旬～何とも悲しげな表情です】 

６月の寒い寒い早朝に（２℃）、道路の路肩に一匹の仔ギツネが。雨が降っており、体中は濡れていかにも寒そうな

様子・・・。あまりにも小さかった為（左写真）、病気を疑うほどでした。近くには親ギツネ、また、巣穴があると

思い、育児放棄や巣穴の放棄が心配でしたので遠目からの観察でしたが、いくら待っても親ギツネが現れない・・・。

数日後出向いて見ると、体はすっかりと乾いており仔ギツネらしい風貌になっていましたが、やはり親がいない・・・。

推測の域を出ませんが、親とはぐれたのか、育児放棄をされたのかは定かではありませんが、さらに数日後にはその

姿はもうありませんでした・・・。何とか無事に育っていってほしいと願いつつ、その場を離れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
コ
ゲ
ラ
の
巣
立
ち
】
６
月
下
旬
、
コ
ゲ
ラ
の
巣
立
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。 

巣
穴
か
ら
顔
を
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せ
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貌
は
ま
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と
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や
、
親
鳥
が
巣
立

ち
を
せ
か
せ
て
い
る
様
子
。
親
鳥
は
巣
穴
に
近
付
き
巣
立
ち
を
促
し
ま
す
が
、
中
々
飛
び
立
て
な

い
よ
う
で
す
。
満
を
持
し
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
。
顔
は
ま
だ
ま
だ
「
ヒ

ナ
」
の
よ
う
で
し
た
が
、
体
は
立
派
な
大
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に
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か
さ
れ
ま
し
た
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←親鳥 



今年も 9/29～10/9 峡谷ウォーク「黒岳沢」・                                            

12/23～2/25 冬の観察会「銀河の滝・大函」 

が行われます。    お楽しみに～。 

詳細はお問い合わせ下さい。01658-9-4400 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成２９年度講座■ 

                          

★★観察会は事前申し込みが必要です★★ 

★★詳細についてはお問合せください★★ 

折って切って開いたら、あらステキ♪ 

子供から大人まで楽しめます。 

参加自由・無料/申し込みは不要です 

 

発行：大雪山国立公園  

 

℡ 01658－9－4400 ／fax 01658－9－4401 
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                           2017 年 7 月 25 日発行 

 

 

 

 

                          

白黒紙面でご覧の皆様へ ～ パソコンをお持ちの方は、上

記のアドレスで公開していますので、そちらもご覧下さい。 

エ
ゾ
ハ
ル
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ミ
の
抜
け
殻
。 

随
分
と
密
集
し
た
羽
化
の
状
況

で
す
。 
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■２０１６大雪山フィールドノート写真展■（日時）常時展示   

(内容)一年を通じた大雪山の自然を写真と解説文で紹介しています。 

(場所)ビジターセンターレクチャールーム 

     皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。 

 

５月↓ 上川・層雲峡気象↓

5/21 カワセミ 上 6/3 早朝センター前最低気温２℃　気温上がらず

5/22 エゾハルゼミ羽化 上 6/27 センター前最高気温１２℃　気温上がらず

5/23 コサメビタキ、ジュウイチ、キバシリ、ツツドリ 上 6/30 センター前最高気温２５℃　ようやく気温が上がってきた

5/24 オシドリつがい 上 6/30 上川　月平均気温（低）13.5℃　6月観測史上3位

5/25 ヒメギフチョウ、エゾハルゼミ（上・層） 上 7/7 センター前最高気温２９℃　一気に上昇 上川町３１．２℃

5/28 オオジシギ、コチドリ、ミヤマカラスアゲハ 層 7/15 センター前最高気温３１℃

5/29 仔ギツネ、熊糞 上 上川町３１．８℃今季最高

5/30 仔ギツネ、熊糞、日暈 上 7/16 上川町日最大１０分間降水量２６．５㎜　観測史上最大

６月↓ 上川町日最大１時間降水量４７ｍｍ　観測史上最大

6/6 エゾライチョウつがい 上 層雲峡日最大１時間降水量　３１．５㎜　観測史上７月３位

6/7 日暈 上 黒岳気象他↓

6/15 モズ幼鳥２羽、エゾライチョウ 上 6/1 五合目チシマザクラ開花（昨年は5/29）

ミヤマカラスアゲハ２０頭 層 6/2 6/1夜半から大雪山連峰一帯で降雪　昨年と同日の降雪

6/16 オオアカゲラ、ヤマゲラ、ノビタキ幼鳥、ノゴマ 上 6/4 6/3夜半から大雪山連峰一帯で降雪

6/19 エゾユキウサギ 上 6/4 七合目午後から降雪　七合目気温２℃

6/21 エゾクロテン、コゲラ２羽巣立ち 上 6/5 早朝九合目下周辺雲海発生

6/24 ジムグリ 層 6/11 6/10夜半から大雪山連峰一帯で降雪　七合目でも降雪

6/28 シマヘビ 層 6/11 早朝黒岳五合目最低気温４℃

6/30 エゾユキウサギ、レンズ雲 上 6/27 早朝黒岳五合目最低気温４℃　気温上がらず

７月↓ 6/30 大雪山全域昨年同様残雪多し　高山植物の開花遅れる

7/7 ダイセツタカネヒカゲ・ウスバキチョウ・ナキウサギ・シマリス 黒 7/7 気温が一気に上昇　雪どけ進む

7/13 エゾユキウサギ 上

7/19 コエゾゼミ 上

7/20 コエゾゼミ、シマヘビ幼体 層

7/20 シマリス、ナキウサギ、ギンザンマシコ 黒

カレンダー期間　05/21-07/20

観測地：上・上川 層・層雲峡　黒・黒岳  
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